
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大空かけれ」を出版しました。 
創業百年を迎えて、次の百年に何を考えるべきかを

問う冊子にしたいと考え、社友たちが編集に参加した
のでした。 

先人から学んだ５０年と、自ら歩んだ５０年、すな
わち日立百年を語れるのは私たち社友であります。 

日立グループも創業百年の年に業績を回復し、少な
いながらも念願の株配当もいただきました。 
これまでの現役の諸君のご努力に惜しみない拍手を贈
りたいと思います。 

私は今年の支部活動として、次のことを考え、進め
たいと思っています。 

・語り部の集いを新しく作って 

日立の心を語り継ごう 

・同好会の楽しみと喜びを 

     ご家族や市民に広げよう 

・互いの健康情報を確かめ合って 

     注意し励まし合おう 

最後に、皆様をはじめご家族のご健勝とご多幸をお
祈り申上げます。 

明日の 
日立百年のために 

支部長  佐藤 一男 

明けましておめでとうございます。
昨年、日立の社友たちで「大洋わたれ

１ 

日立社友クラブ茨城支部ホームページ  http://homepage2.nifty.com/shayuu-iba/ 
      日立理科クラブ ホームページ  http://www.net1.jway.ne.jp/hsc-rikakurabu/ 

 

茨城支部からのお知らせ 
＊第 60－1回日立社友クラブ理事会報告 
開催日：平成 22年 12月 7日(火) 
議 事：会員候補から 16名が入会され、会員数 

4,975名になった。 
＊第 23－1 回茨城支部役員会報告 
開催日：平成 22年 12月 17日(金) 
議 事：臼井新副支部長が就任した。 

また、新入会員候補８名の入会が承認さ
れ、会員数は 1,071名になった。 
 
茨城支部総会のご案内 

平成 23年度第 109回茨城支部総会の開催を以下に

予定していますので、一年ぶりに皆様との語らいを

楽しみに、多数のご参加をお待ち申し上げます。 
１．期日：平成 23年 5月 27日(金) 11:10～14:30 

２．会場：ホテル天地閣 
★詳細内容は別途後報致します。 

 

ものがあります。これからは更なる地域社会との連携
強化も期待されております。日立製作所や社友クラブ
本部との情報交換を密にして、茨城支部発展に尽力致
します。会員皆様のご指導ご支援をよろしくお願い申
し上げます。 

茨城支部副支部長   臼井 敏雄 
この度、副支部長を拝命致しました。

当支部は日立社友クラブの中では各種
同好会の開催、支部便り発行、理科クラ
ブ支援等その活発な活動ぶりは顕著な

茨 城 支 部 便 り 
第 ３４ 号 

２０１１年１月２０日 
編集兼発行人 
藤森 好則 

 
 

  

新年を迎えて 

   「纏振りの奉納」 
撮影者：後藤 隆雄 
撮影日：平成 21年 1月 7日 
カメラ：EOS 5D、f／7.1、1／100秒 
焦点距離 24mm、ISO100、 手持ち 
場 所：東京江東区・富岡八幡宮 
撮影余話：平成 21年 1月のデジカメ
クラブ撮影会の下見に、1 月 7 日に
｢深川七福神｣を巡ってみました。 
 その日は、富岡八幡宮(境内に恵比 
須神社あり)の神前で江戸消防記念
会の方々による木遣り､纏振り､梯子
乗りが奉納される日でした。記念会
では､いまや貴重な文化的遺産とな
った｢江戸火消の心と姿と技の伝承｣
に努めていて､神前奉納は正月の恒
例行事になっているとのことです。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ス ケ ﾂ チ は 楽 し い 
《スケッチはエネルギーの源泉、人生を豊かにしてくれる！》      岡 村  参 次 

 

会員投稿（第３２回） 

自
分
が
感
じ
た
こ

と
を
線
に
出
す 

私
は
、
い
つ
も
小

さ
な
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
と
水
彩
道
具
を
持

ち
歩
い
て
い
ま
す
。

旅
に
出
か
け
る
時
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

街
を
歩
い
た
り
し
て
い
る
と
思
わ
ず
立
ち

止
ま
っ
て
「
あ
あ
、
い
い
な
」
と
感
じ
た

風
景
に
出
会
う
と
す
ぐ
ペ
ン
を
と
り
ま

す
。
対
象
物
を
良
く
観
察
し
、
形
を
探
り

構
図
を
決
め
、
一
気
に
ペ
ン
を
走
ら
せ
ま

す
。
た
く
さ
ん
描
い
て
い
る
と
、
あ
る
日

フ
ッ
と
「
こ
れ
だ
」
と
思
う
絵
が
描
け
て

彩
色
し
て
仕
上
げ
る
と
き
は
嬉
し
く
て
、

次
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
湧
い
て
き
ま
す
。 

上
手
に
描
こ
う
と
し
な
い 

 

私
の
ス
ケ
ッ
チ
は
ペ
ン
で
描
き
ま
す
。 

ペ
ン
先
が
柔
ら
か
い
耐
水
性
の
フ
エ
ル
ト

ペ
ン
を
好
ん
で
使
っ
て
い
ま
す
。
腰
を
下

ろ
し
て
じ
っ
く
り
描
く
と
き
は
、
つ
け
ペ

ン
や
と
き
に
は
手
作
り
で
竹
や
割
り
箸
の

先
を
削
っ
て
ペ
ン
に
し
ま
す
。
イ
ン
ク
を

つ
け
な
が
ら
線
を
引
く
と
、
イ
ン
ク
の
か

す
れ
や
溜
ま
り
、
滲
み
な
ど
筆
圧
の
加
減

で
微
妙
な
線
の
味
が
で
る
こ
と
が
あ
っ
て

止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

と
こ
ろ
が
、
ペ
ン
の
線
は
消
せ
ま
せ
ん
。 

た
め
ら
っ
て
い
た
ら
先
に
進
ま
な
い
の
で

「
上
手
に
描
こ
う
と
せ
ず
」「
失
敗
を
恐
れ

ず
」
感
動
し
た
気
持
ち
を
線
で
表
現
し
ま

す
。
速
く
描
く
た
め
デ
ッ
サ
ン
が
多
少
狂

っ
て
も
直
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
の

ま
ま
の
方
が
生
き
生
き
し
て
雰
囲
気
が
で

る
よ
う
で
す
。 

人
物
ス
ケ
ッ
チ
は
デ
ッ
サ
ン
の
勉
強 

 

人
物
ス
ケ
ッ
チ
は
「
人
間
ス
ケ
ッ
チ
」

と
も
い
え
ま
す
「
眠
る
人
」「
読
む
人
」「
携

帯
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
人
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
ス
ケ
ッ
チ
が
楽
し
め
ま
す
。 

 

電
車
の
中
は
居
眠
り
す
る
人
が
多
い
の

で
貴
重
な
ス
ケ
ッ
チ
教
室
に
な
り
ま
す
。

お
も
む
ろ
に
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
ひ
ろ
げ

東
京
ス
ケ
ッ
チ
散
歩 

東
京
は
ど
こ
を
歩
い
て
も
ス
ケ
ッ
チ
の

モ
チ
ー
フ
に
こ
と
欠
き
ま
せ
ん
。
か
つ
て

江
戸
の
商
業
経
済
の
中
心
地
日
本
橋
界
隈

を
ぶ
ら
り
ス
ケ
ッ
チ
散
歩
し
て
み
ま
す
。 

本
年
架
橋
百
周
年
に
な
る
日
本
橋
か
ら
ス

タ
ー
ト
で
す
。
二
連
ア
ー
チ
の
橋
は
巨
大

な
岩
石
の
彫
刻
の
よ
う
で
す
。
覆
い
か
ぶ

さ
る
高
速
道
路
を
は
ず
し
て
描
き
ま
す
。

カ
メ
ラ
と
違
い
絵
の
世
界
は
自
由
自
在
で

ス
ケ
ッ
チ
の
面
白
み
が
味
わ
え
ま
す
。 

 
上
流
の
常
盤
橋
か
ら
東
側
を
眺
め
る

と
、
日
本
銀
行
が
荘
厳
な
す
が
た
を
見
せ
、

そ
の
先
に
ギ
リ
シ
ャ
神
殿
風
の
三
井
本
館

が
構
え
、
お
隣
は
日
本
初
の
百
貨
店
三
越

が
並
び
、
百
年
近
く
変
わ
ら
ぬ
街
並
み
の

表
情
に
歴
史
の
重
み
を
感
じ
な
が
ら
の
ス

ケ
ッ
チ
は
緊
張
し
ま
す
。 

ビ
ル
の
谷
間
を
ぬ
け
て
商
店
街
に
出
る

２ 

ほ
め
ら
れ
る

と
嬉
し
く
て

心
が
弾
み
ま

す
。 

 

北
イ
タ
リ

ア
の
ベ
ル
ガ

モ
に
行
っ
た

と
き
、
レ
ス
ト

ラ
ン
を
ス
ケ

ッ
チ
し
て
い

と
、
江
戸
時

代
日
本
橋
が

魚
河
岸
市
場

で
あ
っ
た
せ

い
か
、
鰹
節
、

乾
物
、
海
苔
、

刃
物
な
ど
の

老
舗
の
店
が

目
に
つ
い
て

(

注
一)

東
京
丸
の
内
駅
舎
の
保
存
を
求
め
る
写

生
運
動
を
き
っ
か
け
に
、
平
成
３
年
に
発
足
。
個

人
の
趣
味
を
生
か
し
て
、
東
京
の
自
然
と
街
並
み

の
風
景
を
描
き
、
都
市
遺
産
の
大
切
さ
を
考
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
るN

PO

法
人
」 

(

注
二)

２
０
０
８
年
４
月
講
談
社
発
行
。
東
京
を

描
く
市
民
の
会
編 

定
価
１
４
０
０
円 

高速道路をはずして描いた 
日本橋のスケッチ 

「
で
は
失
礼
し
ま
す
」
と
感
謝
の
気
持
ち

で
描
き
始
め
ま
す
。
駅
に
着
く
と
突
然
目

を
覚
ま
し
て
あ
わ
て
て
下
車
す
る
こ
と
が

あ
る
の
で
２
〜
３
分
の
早
描
き
が
勝
負
で

す
。
最
近
は
携
帯
に
夢
中
の
人
が
増
え
て

き
て
い
い
モ
デ
ル
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。 

家
の
中
で
は
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
手
元

に
置
き
チ
ャ
ン
ス
を
待
ち
ま
す
。
テ
レ
ビ

に
登
場
す
る
人
物
は
実
在
感
が
あ
り
ス
ケ

ッ
チ
に
最
適
で
す
。
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
の
少

な
い
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
番
組
を
選
び
ま
す
が

短
時
間
で
仕
上
げ
ま
す
。
妻
が
「
似
て
る
」 

と
い
え
ば
合
格
で
す
。 

 

絵
の
基
本
は
デ
ッ
サ
ン
と
い
わ
れ
て
ま

す
。
一
年
３
６
５
人
を
目
標
に
「
人
間
ス

ケ
ッ
チ
」
を
続
け
て
い
ま
す
。 

海
外
ス
ケ
ッ
チ
あ
れ
こ
れ 

空
の
旅
は
機
内
食
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

冷
め
な
い
う
ち
に
急
い
で
線
で
形
を
と
り

終
わ
り
で
す
。
あ
と
で
デ
ジ
カ
メ
を
見
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
色
を
塗
り
ま
す
。
長
時
間

の
旅
に
は
も
っ
て
こ
い
の
お
遊
び
で
す
。 

 

パ
リ
の
小
さ
な
カ
フ
ェ
で
一
休
み
で

す
。
ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
ほ
ろ
酔
い
気

分
で
料
理
や
窓
越
し
の
風
景
を
ス
ケ
ッ
チ

す
る
と
き
は
至
福
の
ひ
と
と
き
で
す
。 

パ
リ
っ
子
は
絵
に
は
好
奇
心
旺
盛
で
、

ス
ケ
ッ
チ
を
は
じ
め
る
と
人
だ
か
り
で

す
。「
ム
ッ
シ
ュ
！
○
△□

×

」
と
声
を
か

け
て
く
る
の
で
、
多
分
ほ
め
て
く
れ
て
い

る
だ
ろ
う
と
「
メ
ル
シ
ー
メ
ル
シ
ー
」
と

返
事
を
す
る
と
親
指
を
立
て
ウ
イ
ン
ク
し

て
く
れ
ま
す
。
芸
術
の
都
の
パ
リ
っ
子
に

老
舗
な
ら
で
は
の
店
構
え
や
商
標
が
絵
に

な
り
、
つ
い
で
に
買
い
物
と
ス
ケ
ッ
チ
＆

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
楽
し
め
ま
す
。 

ス
ケ
ッ
チ
が
本
に
な
る 

「
東
京
を
描
く
市
民
の
会
」(

注
一)

に
入

会
し
、
月
一
回
の
写
生
会
に
参
加
し
な
が

ら
「
現
代
の
広
重
」
の
つ
も
り
で
東
京
の

美
し
い
自
然
や
都
市
景
観
を
求
め
描
き
歩

い
て
い
る
う
ち
、
あ
る
出
合
い
か
ら
ス
ケ

ッ
チ
画
を
見
た
あ
る
出
版
社
よ
り
本
に
し

ょ
う
と
声
が
か
か
り
「
東
京
よ
い
と
こ
ろ

だ
け
ス
ケ
ッ
チ
散
歩
」（
注
二
）
が
発
刊
さ

れ
ま
し
た
。 

ス
ケ
ッ
チ
の
お
蔭
で
思
わ
ぬ
こ
と
が
起

こ
り
新
し
い
発
見
が
あ
り
、
人
と
の
輪
が

広
が
り
、
人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

す
で
に
喜
寿
を
こ
え
ま
し
た
が
歳
は
考
え

ず
、
人
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
や
り
た
い

こ
と
を
目
標
に
努
力
し
て
い
る
と
気
力
も

体
力
も
つ
い
て
く
る
と
い
い
聞
か
せ
な
が

ら
「
た
く
さ
ん
描
く
こ
と
が
学
ぶ
こ
と
」

と
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
ス
ケ
ッ
チ
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。 

子供達に囲まれスケッチ 
中の筆者(イタリアにて) 

り
ま
す
。
言
葉

が
通
じ
な
く

て
も
見
知
ら

ぬ
外
国
人
と

交
流
が
で
き
、

旅
の
妙
味
を

味
わ
え
る
の

も
ス
ケ
ッ
チ

の
お
蔭
で
す
。 

筆者がスケッチした子供達 
の似顔絵(イタリアにて) 

岡
村
参
次
氏 

連
絡
先 
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メ
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sanji@
y4.dion.ne.jp

 

る
と
、
店
の
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
が
絵
を
売

っ
て
く
れ
と
熱
心
に
い
う
の
で
、
代
わ
り

に
モ
デ
ル
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
と
話
が
進

み
、
ス
ケ
ッ
チ
仲
間
と
イ
タ
リ
ア
美
人
を

モ
デ
ル
に
デ
ッ
サ
ン
の
勉
強
を
し
た
り
、

思
わ
ぬ
こ
と
が
起
き
る
の
も
外
国
で
す
。 

 

ち
び
っ
子
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
と
大

変
で
す
。
ど
う
や
っ
て
描
く
の
か
じ
ー
っ

と
見
て
い
て
離
れ
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
親

が
「
じ
ゃ
ま
し
な
い
の
」
と
連
れ
て
行
っ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
親
た
ち
も

仲
間
入
り
し
ま
す
。
あ
ま
り
に
も
可
愛
い

の
で
似
顔
絵
を
描
い
て
あ
げ
る
と
大
は
し

ゃ
ぎ
で
行
列
が
で
き
、
こ
れ
も
楽
し
く
な

mailto:sanji@y4.dion.ne.jp


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リレー随筆（３４） 
 
メ タ ボ も 悪 く な い ？ 角村 正雄 

 20 年あまり前に、旅仲間と温泉に行
ったとき、露天風呂で撮った写真を見
て驚いた。なんと下腹がぐっと出張っ
て、みっともないスタイルだった。何
とかしたいなとは思いつつ、何もしな
いまま、体重は変らないのに、ズボン
がきつくなっていくばかりだった。 
去年の人間ドックで、メタボリックシンドロームの

宣告を受けてしまったので、やっと心機一転、フィッ
トネスクラブに入会して汗を流している。２ケ月経過
したところで、効果が現れ出したように感じている。 
話は変るが、私は年中素足で過ごしている。散歩や

買い物には、ゴム草履を履いていたが、何となく品が
悪いと感じていた。たまたま浅草の老舗の履物屋で下
駄を見かけ、これだと思ったが、子供の頃には、よく
鼻緒が切れたものだったので、店の主人と話してみる
と、昔の鼻緒は芯が麻紐だったからよく切れたが、今
はナイロンを使っているので切れなくなり、むしろ下
駄の台の方が駄目になるとのこと。その言葉を信じて
下駄を使うことにした。東京の街でも、専ら下駄を愛
用していたが、高級な店に入るにはいささか気がひけ
た。そこで下駄に合った服装にすれば良いだろうと思
いついた。 

そして、５年ほど前の夏に、デパートのゆかた祭に
娘と出かけた。売り場には街に着て行けそうなものも
いろいろとあり、迷っていると、年配の店員が来て、
このあたりにあるものならば、銀座のバーや料亭にも
行けますよと、数点を選んで角帯と組合せて奨めてく
れた。角帯の締め方も教えてくれた。かくして、服装
と履物がまとまった。 

話を元に戻すが、浴衣を着て角帯を締めるとき、帯
は腰骨のところにやや前下がりに締めるわけだが、そ
のときのスタイルは、少し腹の出ていた方が貫禄もあ
り、見栄えがすることに気付いた。つまりメタボにも
捨て難いものがあるわけだ。 
かくして、私はジレンマに陥っている。メタボは排

除すべきか、維持すべきか？ 

それからは、夏の間だけ
だが、高級な店での食事や
買物を、気おくれなく楽し
めるようになり、日立で
も、夜の飲み会、ホテルで
のパーティー、盆踊りなど
に顔を出しているので、見
掛けられた方もおられる
筈だ。 
浴衣を使ってみると、一

応品良く見えるし、風通し
も良く涼しいので、関心の
ある方にはお勧めしたい。 

筆者とお孫さんの 
浴衣姿 

３ 

同好会行事に参加して 

編集後記 会員の皆様、明けましておめでとうございま
す。編集委員一同より良い支部便り作りに努めてまいり
ます。皆様のご協力よろしくお願い致します。 
岡村さんの趣味の域を超えた「スケッチ」人生に感銘

し、角村さんの粋な和服姿に拍手です。  藤森 好則 

 社友クラブの卓球同好会の活動を知り、
１０月に入会しました。「卓球」というと試
合、「ピンポン」というと趣味、「テーブル
テニス」というと国際的親善スポーツのよ

「卓球クラブ」      山内 照夫 

うに、言い方一つで受け取り方や心構えが変わるスポ
ーツも珍しい。福原 愛さんのプレーに代表されるこの
室内競技はクラシックではあるがメディアでも話題に
なっており、相手のコートに球質、スピードを変えて
返球するだけのスポーツであるが奥が深く、心理作戦
が功を制するとも言え、年齢を感じないで競技ができ
老齢に打ってつけの室内競技である。この同好会には
多くの方の参加があり、卓球以外の情報交換の場にも
なっている。 

 

「パソコン基礎講座」    吽野 信政 
 パソコンは日常生活には欠かせない状

況にあります。ゴルフ仲間とのメール交
換、幹事として記録の整理、インターネッ
ト利用してのテレビ番組レシピ印刷等パ

ソコンを利用する機会が多い。これに伴って、パソコ
ン特有のトラブル等にも見舞われ、四苦八苦していま
した。こんな時に、ゴルフ仲間から社友クラブ同好会
「パソコン基礎講座」を紹介され、入会しました。豊
富な資料による実機を使用しての具体的な指導、パソ
コンソフトの紹介や使用方法の解説、パソコンに関わ
る諸問題を気軽に相談でき、大変重宝にしております。
また、ランチタイムの約 1 時間は参加者との懇談で大

「歴史探訪」       宇梶 秀夫 

 
 

第 24回歴史探訪は足利学校・鑁阿(ばん
な)寺・佐野厄除け大師を巡った。この探
訪は何と言っても世話人のお骨折りで事
前に当地の説明者をお願いしてあり、効率

よく話が聞けることである。日本最古の学校「足利学
校」は小野篁(たかむら)が創建したという説もあり、
足利学校の孔子廟には小野篁像がある。 
小野小町の父とも叔父ともいわれる小野篁には、磐

越東線の小野新町(おのにいまち)駅前の小野篁館跡が
あり、稲敷市小野の逢善寺境内には小野篁供養の碑が
あるなど、関連して追うと探訪は面白い。 

会 員 のたより  

訃 報 真に残念ですが、苦楽を共にした次の 
方がお亡くなりになりました。 
衷心よりご冥福をお祈り致します。 

本名 孝男  平成 22年 05月 30日 享年 74歳 
岩間 次男  平成 22年 10月 07日 享年 67歳 
斉木 虎夫  平成 22年 11月 02日 享年 91歳 
板橋 久郎  平成 22年 11月 09日 享年 76歳 
細谷  徹  平成 22年 12月 16日 享年 75歳 
吉成 公男  平成 22年 12月 22日 享年 77歳 

変有意義な情報交換の場となっており毎回楽しみに参
加しております。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．定例行事予定一覧表 

グループ名 連   絡   先  
実施日(曜日) 

場   所  時間  備   考  
2 月 3 月 4 月 

野鳥自然観察 
グループ 

石川 皓 0294-53-7064 
aishikajp@ybb.ne.jp 

21(月)   涸沼 
9:00～ 
12:00 

参加費:\200/回 
原則 雨天中止 

 21(月)  海浜公園 
  18(月) 水沼周辺 

囲碁の会 

日立 
地区 

安藤捷治 0294-37-0759 
sh-andou@net1.jwayl.ne.jp 

9(水) 9(水) 13(水) 
東暁館別館 10:00～ 

参加費：\100/回 
大会：\1300 23(水) 23(水) 27(水) 

勝田 
地区 

七海  清 029-273-8450 
fwny8718@mb.infoweb.ne.jp 

17(木) 17(木) 21(木) 
大島コミュニティ 

センター 
09:00～ 

参加費：\200/回 
大会：\700 

料 理 教 室 
澁口七郎 0294-43-5134 
s-shibuguchi@net1.jway.ne.jp 

14(月) 14(月) 11(月) 
明治商会 10:00～ 参加費:\1600/回 

28(月) 28(月) 25(月) 

卓球クラブ 
石川隆宏 0294-32-0261 
spka5da9@citrus.ocn.ne.jp 

2(水) 
16(水) 

2(水) 
16(水) 

6(水) 
20(水) 

日立体育館 
09:00～ 
  12:00 

参加費、会場費等 
まとめ:\2500/年 

デジカメ 
クラブ 

佐藤一男 0294-53-4573 
satoka31010@net1.jway.ne.jp 

7(月) 7(月) 4(月) 東暁館別館 
10:00～ 
  15:00 

参加費：\1300/回 
昼食代含む 

写真五七五 
八巻秀雄 0294-34-4173 
yamaki@green.ocn.ne.jp 

4(金) 4(金) 1(金) 東暁館別館 
09:30～ 
  12:30 

参加費：\300/回 
昼食別途 

パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ 

シニア 
ＰＣ 

 Ⅰ 大越健児 0294-37-4931 
ken-ooko@muc.biglobe.ne.jp 

21(月) 14(月) 18(月) 
東暁館別館 

10:00～ 
  15:00 

参加費：\1000/回 
昼食別途  Ⅱ 22(火) 22(火) 26(火) 

ＨＰの会 
中村 進 0294-52-5525 
ssm2332@hb.tp1.jp 

1(火) 1(火) 5(火) 東暁館別館 
10:00～ 
  15:00 

参加費：\1300/回 
昼食代含む 

基礎講座 
山田和夫 0294-22-3950 
k-yamada@bb.wakwak.com 

8(火) 8(火) 12(火) 東暁館別館 
10:00～ 
  15:00 

参加費：\1400/回 
昼食代含む 

極楽サロン 
島田勇一 0294-34-4467 
yshimada@ng.ejnet.ne.jp 

17(木) 17(木) 21(木) 東暁館別館 
10:15～ 
  15:00 

参加費：\1300/回 
昼食代含む 

勝田地区 
渡部喜久雄 029-282-7633 
kikuo_wa@d1.dion.ne.jp 

22(火) 29(火) 26(火) 
ひたちなか市 
ワークプラザ 

13:15～ 
  16:00 

参加費：\700/回 

ＭＭ研 
藤原延弘 0294-34-4039 
ntit.fjwr@nifty.com 

25(金) 25(金) 22(金)  東暁館別館 
10:00～ 
  15:00 

参加費：\1300/回 
昼食代含む 

専門講座の日程＜Windows 7 勉強会：原則第４木曜日、デジカメ撮影の基礎勉強会：原則第 3水曜日＞ 

 

１．第４７回研修会［法務講座｢相続と登記について｣
と、小平記念館・創業小屋他(日立事業所内)見学 ］ 
水戸地方法務局日立支局殿に講師をお願いしての、法

務講座「相続と登記について他」と、日立創業 100周年
を記念しての小平記念館・創業小屋他(日立事業所内)
の見学を行います。 
・開 催 日：平成 23 年 2月 18日(金) 
・集 合：日立事業所正門前 9：30集合 
      JR日立駅海岸口から徒歩約 12分 
  なるべく公共交通機関を利用しご集合下さい。 
・会  費：1,000円予定（昼食・保険料他） 
・募集人員：先着 35 名、申込期限 1月 24日(月) 
・申 込 先：小口 伊佐男 Tel/Fax：0294-37-3048 

E-mail：isao_oguchi@lake.ocn.ne.jp 

２．第４５回歩こう会［宍戸三山の枝垂れ桜］ 

水戸線宍戸駅前の宍戸三山の枝垂れ桜を観ながら北
山公園そして芸術の杜公園を経由して笠間まで歩きま
す。皆様のご参加をお待ち致します。 
・開 催 日：平成 23 年 3月 30日(水) 

雨天延期 4月 25 日(月)  
・集 合：水戸線宍戸駅 9:57着  10:00 スタ-ト 

解散は笠間駅ですからＪＲ利用下さい。 
・コ ー ス：水戸線宍戸駅→北山公園→芸術の杜公園 

３．第２５回記念歴史探訪［志田 日立郷土博物館長
と往く出羽の国、庄内（酒田・鶴岡）の旅］ 
桜の名所日和山公園、大富豪の本間家本部、即身仏

の海向寺、明治その儘の山居倉庫、藤沢周平記念館、
庄内藩主屋敷等を探訪します。（一泊２日の旅） 
・開 催 日：平成 23年 4月 26日(火)～27日(水) 
・宿 泊：修験宿「宮田坊」 
・バス時刻：勝田駅西口 6:10、日立駅海岸口:7:00 
・会 費：21,000円（予定） 

（宿泊飲食・バス・復路昼食代を含む） 
・募集人員：40名（先着順） 
・申 込 先：薄浩八 

Tel：0294-35-9121 Fax：0294-35-9125 
E-mail: k-usuki@mwa.biglobe.ne.jp 

 

４ 

(昼食、休憩)→笠間駅 13:30解散  
全長 8Km 平坦地 

・持参する物：弁当、飲み物 
・会 費：200円(非会員はプラス 300円) 
・申込締切：平成 23年 3月 23日(水) 
・申 込 先：垣貞 玲吉 Tel/Fax.029-274-1727 
            E-mail：ryk888@pure.ocn.ne.jp 

“茨ネット”メール会員に加入しませんか！ 

1. 加入効果：同好会案内/活動報告、支部会員から
の情報などのお知らせ 

2. 加入方法：「支部 HP」→「同好会からのお知らせ」
→「茨ネットメールへの加入勧誘」参照 

 同好会の行事ご案内（ ２月～４月 ） 
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